
町
村
合
併
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
精

神
を
基
本
に
「
活
力
あ
る
ま
ち
」・「
安

全
・
安
心
の
ま
ち
」・「
協
働
・
自
立
の

ま
ち
」洞
爺
湖
町
の
実
現
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
私
の
町
政
に
望
む
基
本
姿
勢
で
あ

り
ま
す
が
、「
初
心
を
忘
れ
ず
、公
平
・

公
正
に
町
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
開
か
れ
た
町
政
」を
推
進
す
る
町
民

の
目
線
に
立
っ
た
町
政
の
執
行
で
あ

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
本
年
度
策
定
さ
れ
た

「
洞
爺
湖
町
ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
」

は
、
平
成
19
年
度
が
重
要
な
ス
タ
ー

ト
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
基
本

構
想
の
趣
旨
で
あ
り
ま
す
「
農
業
と

水
産
業
を
生
か
し
た
観
光
の
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
し
っ
か
り
取
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
北
海
道
の
経
済
状
況
は
、
一
部
製

造
業
で
の
好
転
の
兆
し
が
あ
り
、
賃

金
の
上
昇
や
雇
用
の
増
加
な
ど
の
期

待
感
か
ら
回
復
基
調
で
の
推
移
が
見

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
に
お

い
て
は
、
観
光
客
の
入
り
込
み
、
農

業
生
産
、
水
産
業
漁
獲
高
な
ど
は
比

較
的
順
調
に
推
移
し
て
い
る
傾
向
で

は
あ
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
景
気

回
復
の
波
及
が
見
ら
れ
ず
、
町
税

収
入
が
伸
び
悩
み
の
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　
町
財
政
運
営
は
、
地
方
負
担
の
増

加
、
一
般
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税

や
町
税
の
減
少
、
公
債
費
償
還
の
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
、
今
後
深
刻
な
財

政
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
平
成
19
年
度
を

初
年
度
と
す
る
行
財
政
改
革
大
綱
の

確
実
な
実
行
が
最
も
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
そ
の
実
行
に
お
い

て
は
、
職
員
の
意
識
改
革
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
町
民
へ
の
不
安
要

因
を
最
小
限
に
留
め
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い

て
は
、
歳
入
不
足
な
ど
に
よ
り
、
大

変
困
難
な
財
源
対
策
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
が
、
事
業
の
選
択
と
財
源

の
集
中
に
努
め
、
町
民
の
生
活
に
密

着
し
た
事
業
の
確
保
と
施
策
の
展
開

を
図
り
つ
つ
、
経
常
経
費
の
削
減
、

人
件
費
の
独
自
削
減
を
行
い
、
今
後

の
大
き
な
負
担
と
な
る
町
債
の
抑
制

な
ど
、
将
来
へ
の
財
政
基
盤
の
確
立

を
念
頭
に
編
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
　
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
企
業

　
　
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、

１
３
７
億
８
千
１
９
４
万
円
で
、
前

年
度
当
初
予
算
額
１
４
２
億
４
千
７

３
０
万
円
に
比
べ
３
・
３
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
、
国
か
ら
地
方
へ

個
人
住
民
税
と
所
得
税
の
税
率
を
変

え
る
こ
と
で
町
税
と
し
て
税
源
移
譲

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
影
響
額
は
微
増

の
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
も
減
の
見
込

み
で
、
町
税
、
地
方
交
付
税
等
の
経

常
一
般
財
源
は
前
年
度
比
２
・
４
％

減
の
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
他

の
収
入
も
前
年
度
並
み
、
あ
る
い
は

前
年
度
を
下
回
る
予
算
で
す
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
経
常
事
務
経

費
、
各
公
共
施
設
の
維
持
管
理
費
の

減
額
、
特
別
職
、
議
会
議
員
報
酬
の

削
減
、
一
般
職
員
の
人
件
費
独
自
削

減
、
町
内
各
種
団
体
に
対
す
る
補
助

交
付
金
の
削
減
な
ど
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
有
珠
山
噴
火
災
害
の
復

旧
事
業
、
災
害
関
連
事
業
で
長
期
借

入
し
た
町
債
の
返
済
の
公
債
費
は
増

加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
歳
入

不
足
額
は
９
億
１
千
万
円
で
こ
の
補

填
の
た
め
、
基
金
（
家
庭
で
い
う
と

非
常
時
に
備
え
て
蓄
え
て
い
た
定

期
預
金
）
を
取
崩
し
、
財
源
確
保
を

図
る
極
め
て
厳
し
い
予
算
で
す
。

　
な
お
、
歳
入
不
足
の
改
善
の
た
め
、

平
成
18
年
度
策
定
し
た
洞
爺
湖
町

行
政
改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
歳

出
削
減
を
中
心
に
取
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
大
綱
の

実
行

●各会計別予算表　　　　　　　　　　　(単位:千円、％)

会 計 名 増減額 増減率
平成19年度
当初予算額

平成18年度
当初予算額

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

公共下水道事業特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

簡易水道事業特別会計

観光施設特別会計

合 計

企 業 会 計

水 道 事 業 会 計

7,875,994

1,683,286

972,458

1,909,040

748,850

95,840

13,781,939

収益的収支

274,838

資本的収支

221,633

収益的収支

273,689

資本的収支

328,146

1,149

△106,513

0.4

△32.5

8,191,189

1,592,765

1,014,867

1,909,795

813,826

98,544

24,480

14,247,301

△315,195

90,521

△42,409

△755

△64,976

△2,704

△24,480

△465,362

△3.8

5.7

△4.2

0.0

△8.0

△2.7

皆減

△3.3

ま
ち
の
予
算

ま
ち
の
予
算


